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Town Topicsまちの話題
夜空と心を明るくした花火 感染症対策用品、生理用品を寄付
頑張ろうとようら。君の心へ花火 豊浦町商工会女性部

　9月11日、豊浦町商工会と地元の企業や商店な
どでつくる「とようら夏祭り実行委員会」が打ち
上げ花火を行いました。
　打ち上げ花火は、昨年に続き2回目で、昨年の
10倍にあたる約700発を打ち上げ、秋風が吹く町
の空を彩りました。
　実行委員会の金丸淳委員長は、「豊浦はコロナ
に負けてないという気持ちを花火に込めて打ち
上げました」と思いを話してくれました。

　9月21日、豊浦町教育委員会に豊浦町商工会女
性部より、自動の手指消毒器を10台、消毒液（4.5
ℓ）10個、生理用品70パックが寄付されました。
　駒井洋美部長は、「毎年11月に開催するチャリ
ティパーティーがコロナ禍で中止となり、その予
算を活用し何かできることはないかと考え、子ど
もたちのために必要なものを寄付しました」と話
していました。

▲約700発の花火が夜空と見る人の心を明るく照らしま
した。

▲寄付された用品は、各小中学校で使用いたします。あり
がとうございました。

▲笑顔で写真におさまる佐藤さん一家

文 / 佐藤　有希　隊員

協力隊の活動はフェイスブックで発信中です！

https：//www.facebook.com/
toyoura.chiikiokoshi/

Facebook

地域おこし協力隊の活動日記
　皆様はじめまして！協力隊3期生として今年
4月より家族で千歳市から来ました、佐藤有希で
す。家族構成は、旦那・私・長女（6歳）・次女（3歳）
です。（ひそかな楽しみは、コープの移動販売車で
買い物。）
　私も旦那もこれまで家庭菜園すらまともにし
たことがなく、恐ろしいほど農業の知識ゼロで、
夫婦揃いも揃ってド素人な研修生です…。
　ド素人なだけに研修が始まってからというも
の、毎日が未知の世界で、物を作るという基本的
な知識から実際の作業の過酷さ、それを続ける地
道さ…。はたまたその大変さとは逆に、農家とい
うものはそれぞれが自由に楽しくもできる『創造
性がある素晴らしいお仕事』ということも、同時
に感じて学んでいます。
　まだまだ農業や町のことに関して知らないこ
とばかりなので、これから家族でもっとたくさん
の発見をして学びながら、そしてたくさんの人と
仲良く関わりあって、笑顔で暮らしていきたいと

思っています！
　町で見かけたらぜひお声がけをお願いいたし
ます！


